
決算書の作成について 

1. 決算書の出力 

 会計部門を選んで“決算書”のボタンを押します。 

法人全体の決算書を作成したい場合は、この例のように“合計”を選びます。 

 

 合計や部門計などの部門を選ぶと、次のような画面がでます。 

合計部門に集計される部門が赤色で示されます。 

 
 
  



2. 集計期間を指定する画面です。 

 集計期間は、会計期首（自）から会計期末（至）を指定してください。 

 その他、決算整理伝票や未決済伝票（実際にはこの時点では無い）は何れも含めるを

選択します。 

 内部取引消去をする場合は、内部取引仕訳を“除く”を選択します。 

 
 
 次のような決算書の画面になります。 

 

 
 
  



3. 決算書の印刷 

 試算表の画面で“印刷”ボタンを押します。おもな機能は下記の通りです。 

 
 
書類の選択 

 
帳票への印刷事項 

 
印刷時の日時 

 
０円科目の印刷 

 

通常は印刷しないので、“印刷しない”を選択しますが、0 円科目を印

刷しない場合でも“印刷する”を選ぶと大科目は印刷されます。 
0 円の表示 通常は、“する”を選択してください。 
大科目の網掛け “する”を選択すると、大科目がわかりやすくなります。 
科目の印刷範囲 何れかを選択してください。 



行間 
フォントサイズ 
左余白 

 
標準はこのようにしています。 

印刷ボタン 

 

印刷Ａ 通常の試算表 
印刷Ｂ 補助科目の金額付き 
印刷Ｃ 適用名での金額付き 

 
 決算書の“エクセル”出力などについて 

印刷プレビュー画面の左上に次のアイコンをクリックすると、印刷画面のイメージで

エクセル出力ができます。 

 

 
 
 

  



4. 決算書注記について 

 

 
 決算書注記のボタンを押すと、ワードが起動して次のような画面になります。 

 社会福祉法人会計の注記例が表示されますので、これを参考に注記を記入してくださ

い。 

 この注記は独立した文書になりますので、ここで印刷してください。 

 また終了時に保存すると、次年度以降もこの文書は継続して使用できます。 

 

 

  



5. 財産目録 

 財産目録のボタンを押します。 

 
 
 このような画面が出ます。 

必要に応じて行を追加して、注記事項を記入してください。 

 印刷条件を選択して“印刷”を実行してください。 
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